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骨軟骨腫は長管骨の骨幹端部に茸状に膨隆する骨性腫瘤であり, 原発性良性骨腫瘍としては最も




骨遠位である. 多くは無症状であるが, 神経を圧迫すると麻痺をきたすことがある. 骨幹端部に骨
性の突起が生じ, その骨突起の外側面を軟骨が覆う.
これまで日本列島で出土した古人骨において報告された骨軟骨腫は表１に示すとおり, 縄文時代








時代 遺跡・人骨番号 性別・年齢 骨軟骨腫の出現場所および状態 文 献
縄文 枌 男性・壮年 胸骨体下端に出現 田代 (1982)
弥生 深堀 男性・壮年 下顎骨底に出現 田代 (1982)

























が出土している. 石棺墓１から出土した人骨は, 2008年10月末現在, ４体に上る. ４体は, 現段階




れる (図２). 観察は, 肉眼観察のみによる.            
トマチン遺跡石棺墓１から出土した４号人骨 (女性・壮年) の左右の上腕骨に骨軟骨腫が確認で
きる (図 3・4・5・6 ). 左上腕骨の骨隆起は, 近位側の大結節稜の稜線から約３  内側にあり,
形態は山形を呈する (図 3・4 ). 骨隆起の基部は約10  ある. 右上腕骨の骨隆起は近位側の大結
節稜の稜線上に２個ある (図 5・6 ). 形態はいずれも台形状を呈する. 骨隆起の大きさは近位側が
長径約15  , 遠位側が長径約10  である.
左上腕骨の骨隆起は大結節稜からわずかに内側に入っているが, 骨隆起の属する粗な面は大結節





鈴木 (2003) によれば, 良性骨腫瘍としては良性骨腫と骨軟骨腫の２つが代表的な腫瘍である. 良












ものから, 数  , 時に10  を超えるものまである. 単発性の場合と多発性の場合があるが, 後者
は遺伝的要因が関与し, 形態も茎を有する例よりも広基性の比較的大きな骨隆起として認められる
例が多いといわれている (鈴木, 2003).
今回のトマチン例も, 肩関節に比較的近い場所に骨隆起が生じており, 形態も山形を呈する. ま




多発性骨軟骨腫は, 多数の骨軟骨腫が生じるもので, 患者の39％に前腕の変形が, 10％に脚長差
が, ８％に膝の角ばった変形が, ２％に足首の変形が見られるという (           1994). また,
前腕および足首の変形は臨床上最も重要な整形外科的問題となっている. そして, 常染色体優性遺
伝で家族的に発生する場合が約90％に上り, 約10％が孤発 (突然変異) 例であるとのことである.
常染色体優性遺伝で家族的に発生する場合, 親の１人が罹患していれば, 他の家族メンバーは遺伝
的な発生リスクを負う.
トマチン遺跡石棺墓１には, ４号人骨のほかに３体 (１号人骨：男性・壮年, ２号人骨：男性・
熟年, ３号人骨：男性・壮年) が埋葬されていた. 石棺墓１に埋葬された４人は近親者の可能性が
考えられるが, ４号人骨のほかに骨軟骨腫の発生は認められない. これは, ４号人骨に発生した骨
軟骨腫が孤発 (突然変異) 例である可能性を示しているとも考えられるが, 現在のところ断定は難
しい. 今後, 骨軟骨腫の報告例がさらに増加し, 発現頻度や好発部位, 単発性と多発性, 地域差や
性差等の研究が進展することを期待したい.     
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